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I. はじめに
1984年8月に「中国農村経済学者学術友好訪華団」を結成し， 10泊11日の日
程で河北省・山東省の華北農村を訪問・調査した1)。今回の調査研究の目的
は，戦時中に満鉄調査部の「北支農村慣行調査班」が調査した主要村落を訪問
し，これらの村落が解放後どのような変遷を辿って現在に至っているのか，そ
の変容過程を実態調査を通じて解明することにあった。すなわち， 「訪華団」
1)「中国農村経済学者学術友好訪華団」の目的・メンバー・日程等については，拙稿「華
北農村調査の成果と今後の課題」『東方』第48号， 1985年を参照されたい。また，団
員の諸氏においても，川井悟「中国河北農村の参観から」『同朋」第78号， 1985年。
田中恭子「華北農村の解放と土地放革ー一ヤ河北・山東 8 カ村調査報告—一ー」中部大学
国際地域研究所『国際研究』 2,1985年，同「華北農村の集団化と近代化ー一ー河北・山
東8カ村調査報告その2-」同上誌3,1986年を発表されているので，併せて参照さ
れたい。
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の母体である「中国腹村慣行調査研究会」では『中国農村慣行調査』から解放
前の社会経済状況について詳細に研究しており，これらの村落が解放後の土地
改革や腹業集団化を経てどのような道を歩んできたのか， 解放後の約35年間
の歴史を追究することにより「中国社会主義農業」の実態に迫り，中国農村の
変容・変革を解明することにあった。しかし，大方の予測通り希望していた河
北省昌黎県侯家営・順義県沙井村・榮城県寺北柴村と山東省歴城県冷水溝荘
（現在は冷水溝村）は訪問出来ず叫 その代わりに他の 5カ村を訪問・調壺出来
た。ただ，寺北柴村と冷水溝村については宿泊していた河北賓館と済南飯店へ
村幹部に来て貰い，聞き取り調査をすることが出来た。それでも，村の幹部か
ら直接に村の歴史的変遷を質問出来ると聞いて興奮しない団員はいなかった。
たとえ村落を直接訪問してこの眼で村の様子を確かめ，そのイメージを形成す
ることが出来なかったとはいえ，貴重な体験をした。すなわち， 『中国農村慣
行調査」の輪読を通じてそれぞれの村落における村民の家族構成や性格までを
も熟知していた我々にとり，それぞれのホテルでの聞き取りが2~3時間とい
う短時間ではあったが， 幾分なりとも目的を達成した喜びは大きかった匹
2)順義県沙井村については当初訪問が可能であるとのことであったが，出発直前になっ
て不可能ということを知らされた。他の 3カ村は北京に着いて初めて不可能であると
知らされた。寺北柴村には 1983年11月28日に日中旅行社の辻田順一氏が初めて訪問
し，その時の記録を箪者が「『中国農村慣行調査」研究と梁城県寺北柴生産大隊の訪
問」『東方」第36号， 1984年として纏めているので参照されたい。その他に，アジア経
済研究所の小林弘二氏が1984年11月から12月にかけて，寺北柴村を半日，冷水溝村を
1日訪問調査されており（小林弘二「中国農村見聞記ー「慣行調査』の村はどう変
わったかー」「アジア経済」第26巻第4号），山東大学に留学されていた上智大学大
学院生の中生勝美氏は冷水溝村を調査されている。また， 1986年夏には東京の「中国
農村慣行調査研究会」の諸氏が沙井村と寺北柴村をそれぞれ半日訪問したと聞いてい
る。本稿では残念ながら後二者の調査結果を利用することが出来なかった。これらの
調査訪問の内容が早く公にされることが待たれる。
3)「中国農村慣行調査研究会」は 1978年秋頃より中国農村慣行調査刊行会編「中国農村
慣行調査」（全6巻，岩波書店より 1981に復刊）を輪読している。今回の調査に到る
過程については，前掲「『中国農村慣行調査」研究と槃城県寺北柴生産大隊の訪問」
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写真1 徐孟祥書記（左瑞）を夕食に招き，簡単な質問をする（右端は筆者）。
寺北柴村についての聞き取りは 8月26日に河北省中国青年聯合会の計らいに
より実現した。当日の夕食時に寺北柴生産大隊党支部書記の徐孟．（夢）祥氏(1926
年生まれ，写真1参照）に河北賓館に来て戴き， 食事を共にし， その時にもいく
らかの質問をした4)。 その後，河北賓館の応接室において子同義主席を始めと
した河北省青年聯合会の方々，河北省農業発展研究所や農業庁の関係者，そし
て石家荘市椀底郷椀底村の村長・副村長を交え，座談会を行い，その際に徐書
記から寺北柴村について聞き取りを行った。
冷水溝村の聞き取りは 8月28日に済南飯店の応接室に党支部書記の任延亭氏
(45歳），満鉄が調査した時のことを記憶している老農の謝長慶氏 (67歳，豚毛加
工工場の工場長）と謝京亮氏 (56歳）の 3名に出席して戴き（写真2参照），聞き取
りを行った。冷水溝村の場合は寺北柴村と異なり，山東省青年聯合会の董平氏
を除いて他の関係者の出席がなく，当初は全体で座談会を進めたが，途中から
は各グループが 3氏をそれぞれ取り囲み質問をするという形式をとり，短時間
を参照されたい。•
4)小林弘二，前掲論文では徐夢祥とされており，本稿ではどちらが正しいのか断定出来
ないが，孟と夢とは発音が同じで間違ったものと思われる。
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写真2 冷水溝村の農民と「訪華団」との記念写真。筆者（中央）の左
が任延亭書記，右が謝長慶氏，真後ろが謝京亮氏。
ではあるが，結果的にはかなりの分量の聞き取りが出来た。
本稿は以上の聞き取り調査を中心にして，寺北柴村と冷水溝村が歴史的にど
のような変容過程を経てきたのか分析する、ものである。本稿作成に当たっては
訪中団員諸氏だけでなく，既述した中国青年聯合会ならびに関係諸機関，寺北
柴村・冷水溝村等の多くの方々にお世話になった。これらの方々に本誌を借り
て感謝の意を表したい。また，通訳をも含めて訪中団の世話をして下さった日
中青年旅行社の坂口恵氏にもお礼申し上げたい。ところで，読者諸氏はこのよ
うな調査研究に限界が多々あることに気付かれたことと思う 5)。 中国が外国の
研者に対してより一層対外開放政策を促進するならば，今後このような形態で
の訪問調査をする必要もないであろう。その意味において今回の調査旅行は貴
重な経験をさせてくれ，今後の農村調査に大きな示唆を与えてくれた叫
5)質問時間がわずか数時間であり，聞き取りの内容にも杜撰な面が見られる。例えば，
質問が 1回限りで，応答者や質問者によりその内容が異なり，どの見解を採用すれば
よいのか牌躇した。
6)「中国農村慣行調査研究会」では「中国農村経済発展研究会」として中国の研究機関
と共同研究のプロジェクトを進めている。
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第1図槃城県の概況図
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出典）河北省測絵局「河北省分県地図冊」 1982年， p.5より作成。
JI. 解放前の社会経済状況
1. 寺北柴村の社会経済状況
『中国農村慣行調査」第3巻の「河北省簗城縣寺北柴村の概況」によれば，
槃城県は河北省の西南部に位置し，石家荘の南東約50華里（約30キロメー トル）に
ある。正定・獲鹿・元氏・趙県・藁城の諸県に隣接し，県の西端を京漢線が走
り，そこに小駅・寅姻（豆干）がある”。寺北柴村は第 1図に見られるごとく簗
城の北3華里（約1.7キロメートル）に位置する貧村であった8)。寺北柴村は明代
に山西省洪洞県からの移民によって成立したとされており，『中国農村慣行調
7) 8)前掲「中国農村慣行調査J第3巻，「河北省榮城縣寺北柴村の概況」 p.5。
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査」にも，
「柴村は何慮から移住してきたか＝四百年前に山西省洪洞縣から移住した
柴老文という人が榮城縣志に載っている。なお壷東寺は槃城縣八景の一つで
ある」
「柴姓が山西省から移って来た理由は＝明朝の初期の燕王のとき戦争があ
り，この邊の人口が少なくなったので山西から移住して耕作に従事した」9)
とある。 1942年の調査時，戸数は140戸，人口が710人（不明4戸を除く）で，その
姓別構成は都姓53戸，徐姓24戸，劉姓22戸，趙姓20戸，王姓9戸，張姓8戸，
李姓3戸，子姓1戸である10)。これらの各同族は第2図に見られるように，村
を街道によって区分けされた前街・中街・後街にそれぞれ分かれて衆居してい
る。例えば都姓は後街にその多くが居住し，一部は前街・中街にも居住してい
る。徐姓・張姓・李姓は中街に，劉姓・趙姓・王姓は前街に居住しているとい
った具合である。解放前において村は各姓の代表者からなる12人の董事により
村政が運営されており，同族連合的色彩が非常に濃いかった11)。
解放前の寺北柴村の耕地面積は「中国農村慣行調査」からは明確に把握出来
ないが，巻末の「榮城縣寺北柴村個別調査集計表」を整理した数値では，村民の
所有地が 1,377.1畝あり，経営地が2,074.2畝で，そのうち自作地が682,2畝
（承典地を含む， 33.2彩），小作地が 1,372.0畝(66.8彩）となっている 12)。自作農
率の高い華北農村の例から見るならば，小作地の比率がかなり高い13)。という
9)同上書， p. 27。華北村落の移民伝説については，拙著「中国農村社会経済構造の研
究」，第6章「解放前の華北農村の一性格」を参照されたい。
10)前掲『中国農村慣行調査』，「河北省秦城縣寺北柴村の概況」 p.5。
11) P. Duara,'Lineages and the Political System of North Villages', Paper pr-
esented to .the Toho Gakkai, ・Tokyo, May 21. 1982, p. 5。
12)同上書，「河北省榮城縣寺北柴村の概況」 pp.5~6。ところで， 自作地と小作地の合
計は2,054.2畝となり， 経営地面積と少し異なっている。 p.5の県公署の資料によ
れば村の耕地は 1,800畝とある。
13)前掲拙著，第8章「解放前の華南農村の一性格」を参照されたい。
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第2図寺北柴村姓別居住区画図
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出典）中国股村・t/1行調． fl]行会編『中国股村・lt'行調在節3巻.P . 117。
霧易の北院・南院・東院・西院は全て瞬！：である。
のは本地域は西河区棉作地帯に属し14), 商品作物としての棉花作がかなり普及
しており，穀作地帯とは異なり農民層分解が進展しているからである。すなわ
ち，
「全縣殆ど平櫓地で，縣民も大部分農業に従事し，寧晋，趙縣等と共に河
北の棉作地帯に風し，耕作畝敷の七割前後は棉花を栽培し，其他は穀子（粟），
萎・豆・紅薯・玉米等を作る」15)
14)満鉄調査部『北支棉花綜覧」 1940年， p.9。
15)前掲「中国農村慣行調査」第3巻，「河北省槃城縣寺北柴村の概況」 p.5。
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とある。また，農民の応答にも，
「作物の種類及全憫との割合如何＝棉花（十分の七）， 粟（十分の三）， 小萎
（少し），高梁（少し），豆類（少し），野菜（少し）」16)
とあり，商品作物の棉花がかなり普及しており，その結果農民層分解も幾分進
展しているように思われる。第 1表は村の規模別耕地所有戸数と経営戸数の割
合である。華北農村において最低限25畝前後の耕地がなければ生活が出来ない
と言われていることから考えると見耕地所有戸数と経営戸数とも20畝未満の
割合が圧倒的に高く，それぞれが78.0%, 70. 0%となっており，本村が貧村と
いわれる所以はここにある。小作地の多くは県城に住む地主が所有し，その最
大地主は北関の王酪子（賛周）で，徐害記はこの地主の名前を記憶していた。
槃城県には東関・城郎・故意・南高邸• 前小枚・北安楽・陳村・西営・南趙
台・・南趙村・賓姻・冶河の12市集があり，寺北柴村の農民は県下最大の東関市
第1表規模別耕地所有戸数・経営戸数
ご 所有地 経営地戸数 ％ 戸数 I % 
゜ 6 4.3 25 17.9 0.1~ 4.9 39 27.9 30 21. 4 
5.0~ 9.9 38 27. 1 14 10.0 
10.0~14.9 24 17. 1 19 13.6 
15.0~19.9 8 5. 7 7 5.0 
20.0~29.9 1 7.9 1 7.9 
30.0~49.9 6 4.3 17 12. 1 
50.0~ 2 1. 4 10 7. 1 
不 詳 6 4.3 7 5.0 
?
140 100. 0 140 J 100. 0 
出典）前掲『中国農村慣行調査』第3巻， pp.5~6。
16)同上書， p.27。
17)農家が最低限の生活をしていくために必要な耕地規模の規準は人によって異なってい
るが，例えば中西功は25畝~30畝と設定している。中西功「河北農村継惰の概況口」
『滴鉄調査月報」第18巻第4号， p.39。
98 
中国農村社会経済構造の変容分析(5)(石田） 1629 
集へ行き，農産物を売却すると同時に日常必需品をここで購入した。特に，東
関は棉花の収穫期には大勢の人で賑わった18)。
2. 冷水溝村の社会経済状況19)
歴城県は済南市に接し，第 3図に見られるごとく済南から青島へ行く鉄道沿
いに王舎人荘という駅があり，その北に歴城県城がある。冷水溝村はその北約
3キロメートルの所に位置する。『中国農村慣行調査』第4巻の「山東省歴城
縣冷水溝荘の概況」によれば，歴城県と冷水溝村の地理的位置について次のよ
うに説明されている。
「清南から青島へ向かって鐵路約 1時間で歴城課につく。この騨のすぐ近
くに王舎人荘という小さな都市があり，その街はずれの畠の中に高い壁をめ
第3図歴城県冷水溝村付近の概況図 ??
?
???
市
晋・T・ 
丘F
県
出典）前掲『中国農村慣行調査」第4巻，巻末の付録図より作成。
18)渠城県の市集については，前掲拙著，第 3章「旧中国農村における市場圏と通婚園」
を参照されたい。
19)解放前は冷水溝荘と呼ばれていたが，「政社分離」以後， 冷水溝村となったので，本
稿では一貫して冷水溝村と呼ぶことにする。
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ぐらせた歴城縣公署がある。一般に華北の地方官顧は壮大な城壁にかこまれ
た城市の中にあるのが普通であるが，この王舎人荘には城壁がなく，縣公署
だけが市街からはなれて高い壁につつまれている。ここから北西へ約三粁弱
の地貼に冷水溝荘がある」20)。
とあり，また応答では，
「位置は＝王舎人荘（縣城）の北微西六里，縣公署から五里」21)
とある。冷水溝荘は明代の洪武年間に河北省の棗強県からの移民によって成立
したといわれている 22)。戸数が約 370戸もある大村で，その姓別戸数は李姓が
約 170戸，楊姓が約 50戸，謝姓が約 40戸となっている23)。ところが，付録の
「冷水溝荘地畝割表」を整理してみると24), 第 2表に見られるごとく戸数が
403戸で，それぞれの姓別戸数は李姓 194戸(48.19,る），楊性 51戸(12.7%), 謝姓
48戸(11.9%), 劉姓19戸 (4.7%), 任姓18戸 (4.5%)となっており，合計 17姓で
構成されている。冷水溝村は第 1回目の編村では楊家屯（荘）．孟家荘・李家荘
• 水披村の 5村で冷水溝郷を形成し25),第 2回目には冷水溝荘(360戸， 1,800人）
は東沙河 (340戸， 1,500~1, 600人）・西沙河 (230戸，千数百人）・李家荘(65戸， 310
人位）の4村で冷水溝郷を構成し，戸数を合計すると約1,000戸となる 26)。
20)前掲『中国農村慣行調査」第4巻，「山東省歴城縣冷水溝旺の概況」 p.9。
21)同上書， p.1。
22)同上書， p.1に「誰が何時頃初めて此慮へ来たか一河北省棗強より， 明洪武年間に
来住した。それは李姓であろう。李姓と楊姓は五百年前に移住して来たと博えられて
いる」「移って来た理由は一山東は地廣く人少ない。故に朝廷が移住させた」とある。
23)同上害，「山東省歴城縣冷水溝荘の概況」 p.9。
24)同上害， pp.386~389。付表では名前に姓を冠していないのは戸主ではないので，例
え土地を所有してい．ても戸数に数えなければ403戸となる。しかし， これも戸数とし
て数えると 493戸となる。この場合，堂という名称で同族で所有している土地がある
が，これは戸数には加えなかった。また，謝長慶氏は戸数が約 500戸位であったと応
答している。ただし，応答の最後に数値についてははっきり記悦していないとつけ加
えている。
25)同上書， p.20。
26)同上書， p.325。
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第2表性別戸数とその所有地
二戸数「%I戸数『% I面｀所1有彩
李 194 48.1 234 47.4 1,965,734 45 .9 
楊 51 12.7 65 13.2 594,110 13.9 
謝 48 1. 9 57 1. 6 442,537 10. 3 
劉 19 4.7 24 4.9 195,433 4.6 
任 18 4.5 21 4.3 219,257 5.1 
程 16 4.0 20 4.1 117,945 2.7 
王 16 4.0 24 4.9 326,486 7.6 
張 13 3.2 15 3.0 147,311 3.4 
杜 13 3.2 17 3.4 161,354 3.8 
高 5 1. 2 7 1.4 65,514 1. 5 
陳 4 1.0 4 0.8 12,352 0.3 
夏 1 0.2 1 0.2 ・2,258 0.05 ， 
梁 1 0.2 1 0.2 1,218 0.03 
廷 1 0.2 1 〇.2 15,716 0.4 
雀 1 0.2 1 0.2 5,200 0.1 
顧 1 〇.2 1 0.2 6,397 0.1 
、苓 1 0.2 1 0.2 1,810 0.04 
計 I 403 I・99. 7 I 493 j 100. 2 I 4.280, 632 I 99. 82 
出典）前掲「中国農村慣行調査』第4巻，「冷水溝荘地畝割表」 pp.386 
~389より作成。 Ilは第2表と同じであるが，同族共有地と思わ
れる堂名義7つは戸数に入れていない。また「地畝割表」の小計
は間違つており，そのまま合計すると面積は4,297,314畝となる。
次に，第3表から冷水溝村の規模別土地所有戸数と経営戸数を見ると，戸数
403戸のうち100畝以上は 1戸， 50~100畝未満が 5戸， 30~50畝未満が16戸で
あり， 1戸当たり平均土地所有は約10.6畝となり，あまり多くはない。また，
戸主ではないが分家したと思ゎれる者も加えると，戸数が 500戸となり，この
場合には30~50畝未満が 3戸， 20~30畝未満が41戸である。後述するごとく冷
水溝村は水田が3分の 1を占めることから，一般の旱田地帯に比較すれば生産
力が高いであろうが，土地所有が零細であることには変わりがない。例えば，
応答によれば，
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「平年作で一人平均幾許の土地があれば生活し得るか=5人家族であれば
二十五畝。一人平均五畝自作すれば足る」27)
とあることから判断すると， 多くの農家は貧困である。ただ， 冷水構村の畝
は大畝で， 一般の官畝の 2.5倍と言われている28)。 しかし， ここで利用され
ている資料の単位は市（官）畝であると思われる。すなわち， 第2表では総面
積が4,280.632畝とあり，『中国農村慣行調査」によれば，
「冷水溝荘の面積は＝水田十四頃，畑地二十八頃，房地ニ・八頃（以上官畝），
官畝は大畝の約半分」29)
とあるように， 冷水溝村の面積は水田が 1,400畝 (1頃は100畝），旱地が 2,800
畝，住宅地が 280畝で，合計 4,480畝となり，しかもこれらの単位は官畝であ
ることが分かる。他の応答にも，
「現在の総面積は如何＝村の地域は南北に長く，ー・五里，東西に狭く一
里。その面積四十二頃餘。その中稲田十四頃・基地旱田二十八頃。一戸の房
基は平均四分とし総戸数三百七十五戸の合計千五百分，家の周囲の空地五百
分，その他道路等を加えて凡そ二百八十畝が部落の面積で，旱地の一割に嘗
る。旱田の中には更に道路・墓地等を含むが，その割合は不明である」30)
とあることから，やはり市畝であろう。ということは，既述したごとく冷水溝
村は大村であるが，豊かというほどではない。応答には，
「村で富農・中農・貧農と考えられるものの程度如何＝富豊と考えるのは
百畝を有つ楊雲披一戸。清南城外に雑貨，貼心舗をも螢んでいる。中農は五
十畝を有する十戸で努働せずとも自己の土地を耕作するだけで生活し得る。
27)同上書， p.6。
28)同J:書，「山東省歴城縣冷水溝荘の概況」 p.9. また，謝長艇氏は 1大畝ー2.6市畝，
あるいは 50大畝ー120市畝と答えており，応答に矛盾があるが，農民が一般に使う畝
は大畝であり，官では市畝を利用している。
29)同上書， p.21。
30)同上書， p.1。
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第3表規模別土地所有戸数とその割合
1633 
¥――□ I 規模 一
無所有 19 4. 7 22 4.4 
10畝未満 229 56.8 302 60.4 
10~ 20畝末満 106 26.3 132 26.4 
20~ 30畝未満 27 6. 7 41 8.2 
30~ 50畝末満 16 4.0 3 0.6 
50~100畝未満 5 1. 2 
100畝以上 1 0.2 
- -? I 403 1 99.9 I 500 i 100.0 
出典）前掲『中国農村慣行調査」第4巻「冷水溝荘地
畝割書」 pp.386~389より作成。 Iは戸主で
はないが，土地所有者として名前が出ている者
を加えた。また，同族名義で所有しているのも
1戸分に数えた。
貧農は十畝前後以下のもので村民の三分の二はこれに厩する」31)
とある。また，他の応答にも，
「本荘三百七十五戸中土地なきものは何戸位あるか＝本荘人二人，外邊人
十七人を除き，皆土地を有し，その大部分は自作農である」32)
とあり，第 3表の土地無所有戸はちょうど19戸である。これらの土地所有を族
別にみたのが第 2表である。姓別戸数の割合とその所有地の割合は大体比例し
ており，特定の族が大土地所有者であるわけでもない。また，大族である李姓
や楊姓が必ずしも村の役員をしているわけではない。例えば，荘長（村長）は杜
鳳山 (2.998畝所有）で，保長の 4人は張増俊 (27.200畝，『中国農村慣行調査』 p.25 
では35畝）．劉喜徹（不明）・李鳳坤(20畝）・任福裕(18.084畝）である33)。 しかし，
31)同上書， p.6。「冷水溝荘地畝割表」には楊雲披という名前は見当たらない。 100畝以
上を所有する戸主は楊長源である。・
32)同上書， p.3。
33)同上書， p.25と「冷水溝荘地畝割表」に基づく。ただし，劉喜徹については見当た
らない。謝長慶氏の応答によれば，保長は上からの命今で決められ，断ることが出来
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民国24年まで村は 8段に分かれ，各段に首事おり，この首事はかなりの土地所
有者であり，力を持っていた。すなわち首事の仕事は，
「首事は何をしたか＝決まったことはないが，村のことについて荘長と相
談したり，又荘長を公畢したり，雨乞の時などに荘長を助けて働いた」34)
とあり，かなりの権限を持っている。そして，これらの 8名は李相齢 (80畝），
李鳳貴 (20畝），楊翰卿 (80畝），楊立徳 (30畝），王維善 (40畝），李鳳節(70畝），任
徳軒(50畝），李文漢 (50畝）とかなりの土地所有者であり，李姓が 4人，楊姓が
2人，王姓・任姓が各 1人で，村の大族である李姓と楊姓が名前を連ねてい
る3S)。すなわち， ． 
「首事は村の有力者か＝土地の多い人，又能力のある人。全部世居の人が
なる」36)
とあり，この事情が窺える。また，民国 24年からの閻隣制では 14閻が形成さ
れ，閻長iとは李姓 7人・楊姓 1人・謝姓 1人・杜姓 1人・王姓1人・張姓 1人
・任姓1人・程姓1人と各姓の代表者が閻長になっているようで，必ずしも閻
長は大土地所有者ではない37)。
冷水溝村付近の市集を「中国農村慣行調査』より見ると？ 王舎人荘 (2と7
の日）・梁王荘・大辛荘(4 と 9 の日）．壌子(1 と 6 の日）••黄家荘・堰頭鎮の臥牛
山(3と8の日）・山披・東王荘(3と8の日）・沙河荘 (5と10の日）・七里河荘 (3
と8の日）・韓荘(5と10の日）・蘇永荘等の市集名が見られる。すなわち，
「市とはどこの市か＝騨前，王舎人荘，ここには菜園が非常に多い」
「王舎人荘の他に，市の立つところはどこがあるか＝梁王荘，大辛荘，黄
家荘，堰頭，山披，近い所ではこれ位だが，又縣内多敷ある」38)
とあり，また他の応答には，
ない。選ばれる者は①有勢的（力のある者），③有銭的・（金のある者），⑧有経的（経
験のある者）とのことであるが，土地所有から見る限りは必ずしも大土地所有者では
ない。
34) 35) 36) 37)同上書， p.25。
38) 39)同上書， p.159, p. 230。
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「冷水溝荘の人達は何慮の市集に行くか＝何を買うかにより違う，例えば
野菜や普通の日用品は王舎人荘，豆粕を買うには東王荘，牲畜を買うには珊
子に行く」
「それらの市集は何時か＝囁子は一・六，東王荘は三・八，王舎人荘は二
・七，大辛荘は四・ 九，韓倉は五・十」39)
とある。村民は王舎人荘へ行くのが一般で，家畜を購入する場合は瑠子や東王
荘・黄家荘に家畜市があり，そこへ出かける。
][. 調査村の土地改革と農業集団化
1. 寺北柴村の事例
寺北柴村は1947年2月に解放される。土地改革のために農民協会が設立さ
れ，その主席に李老高と張歪子の 2人が就任した40)。村内における階級構成
は，村内地主が 0戸，富農2戸，中農17~18戸，残りが貧農と規定された41)。
『中国農村慣行調査』によれば， 1942年当時の規模別土地所有戸数と経営戸数
の分布は第 1表で見たごとくであり，土地改革まで土地所有や経営面積に変化
がないとすれば， 50畝以上の 2戸，すなわち農家番号89の張楽卿 (88畝所有）と
132の都荀頭(58畝所有）が富農となる。また，中農には20畝~50畝の17戸が考え
られる。土地改革により 1人当たり 3畝余の土地が分配された。具体的な事例
を見ると，徐書記は父親（徐老節）・母親•本人・弟の 4人家族で2.5畝の土地を
所有しており 42), 新たに10.5畝の土地を獲得し，計13畝となる43)。これらの土
40)前掲「中国農村慣行調査」第3巻の「槃城縣寺北柴村個別調査集計表」の戸主名には
2人の名前は見当たらない。
41)小林氏の報告では富農が4戸となっているが，辻田氏の記録ではやはり 2戸となって
いる。
42) 2.5畝の土地では生活が出来ないので， 短工をしたり，父親が家で油条を作って販売
するのを手伝ったり， 16歳になると石家荘で煉炭を購入してそれを簗城県城で販売し
たりして収入を得ていた。短工は県城に短工市があり，早朝に鍬を持ってそこに行き
雇われる。雇う農家は9本村もあれば外村もあった。
43)前掲「『中国農村慣行調査」研究と渠城県寺北柴生産大隊の訪問」によれば，徐書記
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地は 1カ所にあるのではなく，村の西北に 2畝余，北に 4畝余，南に 3畝余の
3カ所にまたがっていた。なぜこのように自分の所有地に隣接する土地が分配
されなかったのかといえば，隣接地が必ずしも地主の土地ではなく，貧農の所
有地であったりしたためである。しかし当然，以前の生活水準に比較してはよ
くなったが，すぐには生産力は高まらず，食糧が余るほどもなく，ょうやく食
べていける程度の生活水準に到達した。すなわち，土地改革は1947年に実施さ
れ，生活は1948年から1949年へと徐々に良くなっていった。しかし，応答では
寺北柴村が食糧を自給出来るようになったのは1954になってからであった。 1
人当たり 5畝の土地がなければ生活出来ないといわれた当時においては当然の
ことであろう。徐書記の家では分配は土地だけではなく，譴馬と台車 1台もあ
った。これらは中街に住む14戸の共有となった。
譴馬と台車を共有する14戸はそのまま農作業をする時などはお互いに協力し
あい， 1953年~1954年の互助組化の時には自然に14戸で互助組を形成した。中
街における互助組の組織率は70~80彩程度であった。 1955年には初級合作社化
が行われ，村には 5つの初級社が成立した。これは前街に建国初級社と建立初
級社の 2社，中街に建民初級社の 1社，後街に建中初級社と建華初級社の 2社
である44)。中街に 1社しか成立しなかったが，これは中街の前街寄りの農家が
前街の初級社に参加したり，中街の後街寄りの農家が後街の初級社にも参加し
ているからである。初級社の成立は前後するが，結果的には組織率が 100彩近
くに達し，これは寺北柴村に地主がいなかったことによると思われる。徐書記
が参加した初級社は中街の建民初級社（社長は徐書記）で， 35戸が参加した。当
然，互助組の14戸も建民初級社に参加した。ということは，初級社の形成は村
の中の街毎に成立しており，本来それぞれの街には同族が衆居していることか
の家では土地改革により16畝の土地所有となったとある。これらの土地に夏作として
玉米・棉花，冬作として小麦を栽培した。
44) 5つの初級社で「中華民国立」（中華民国が立つ）ともなるが， これは中華人民共和
国のことであるとの説明があった。
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ら，初級社の核は同族を中心にして成立したことになる45)。例えば，中街には
徐姓が3分の 2,都姓が 3分の 1おり，恐らくこの赤陳姓は後街の都姓の初級社
に参加したものと思われる。というのは解放前から同族は衆居しており，互い
に助け合っているからである。すなわち・
「同族が隣同志に住む方が都合がよいのか＝隣がよい。離れてる人も同族
の側に移りたいと思っている。同族は出来るだけ隣合って住むのが習慣だ」
「どんな便利があるか＝困った時に助け合ったり，相談するのに便利。或
いは他所へ行く時に留守を頼むのにも便利」
「畑も隣にあった方が便利ではないか＝なるべく近くがよいが仕方がな
い」
「畑が隣同志より家が隣同志の方が便利か＝しかり」46)
とあり，別の応答にも，
「村内で一番親しく付合うのは街の人か同族か＝同族」
「その次は＝街」
「同族は大懺同街にいるか＝しかり」
「別の街にいる同族は空家があれば同じ街に移るというが如何＝家の空く
ことはほとんどない。大骸は同じ街に住んでいる」47)
とある。解放後の村長は解放前の村長・都国探に代わって邦吉祥がなり，初級
社まで村長をする48)。
1955年の冬から高級合作社化が行われ，寺北柴高級社．（社長は徐書記）が成立
する。ということは初級社の期間は僅か 1年間ということになり，集団化の急
進性が窺える。寺北柴高級社は寺北柴村で形成され，その下に生産隊が 5隊作
られた。この 5つの生産隊は 5つの初級社がそのまま生産隊となったものであ
る。
45)川井悟，前掲論文参照。
46) 47)前掲『中国農村慣行調査」第3巻， p.54, p. 65。
48)同上書の「簗城縣寺北柴村個別調査集計表」の戸主名にはこの名前は見当たらない。
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1958年7月か8月に人民公社が成立する。この時の人民公社の規模は非常に
大きく，槃城県には槃城人民公社・冶河人民公社・王村人民公社49)の3つしか
成立せず，寺北柴高級社は榮城人民公社に属し，寺北柴生産大隊となる。この
時に 5生産隊は3生産隊となる50)。1960年に人民公社の整理が行われ51), 3つ
の人民公社は16の人民公社に規模が縮小される。槃城人民公社も規模が縮小さ
れ，寺北柴大隊が属する人民公社は孟董荘人民公社で， 12の生産大隊で構成
された52)。また，寺北柴大隊の生産隊も規模が縮小され， 3生産隊が 7生産隊
となる53)。
以上，寺北柴の土地改革や農業集団化を見てくると，村が 1つの単位となっ
て社会主義改造が行われており，初級社や生産隊という単位には同族の衆居し
ている街が機能していることが理解出来る。
2. 冷水溝村の事例
冷水溝荘は1948年に解放され， 1950年12月より土地改革を行った。農民の応
答によれば，解放時の戸数は437戸，耕地面積は約6,000畝であり，そのうち水
田は3分の2の4,000畝，旱田は 3分の 1の2,000畝で， 1戸当たりの耕地面
積は約13,73畝である。しかし，この内容は『中国農村慣行調査」の内容と若
干異なっている。すなわち，戸数は1940年の「冷水溝荘地畝割表」の403戸か
49)王村は解放前から存在しているが，鎮でもなく市集も存在しない小村で，なぜ人民公
社の所在地となったのか不明である。
50) 3生産隊は前街・中街・後街がそれぞれ生産隊となったとすれば，より一層村内の同
族集団の存在が理解されるのであるが，残念ながらこの点は聞いていない。
51)槃城人民公社がいくつの人民公社に分離・縮小されたのかは開かなかったが，榮城県
邸馬郷東洋市村の調査のおり，冶河人民公社は冶河人民公社・邸馬人民公社・楼底人
民公社・蘇丘人民公社の 4 人民公社に分離・縮小されたと聞いた~ . 
52)解放前に孟董荘という名前の村荘はなく，これは孟家荘と董家荘が合併したものと思
われる。
53)これは3生産隊のうちの1生産隊が3生産隊に分離され，残りの 2生産隊が各々 2生
産隊となり，計7生産隊となった。辻田報告では1983年の訪問時には生産隊は9隊と
なっている。前掲「『中国農村慣行調査」研究と榮城県寺北柴生産大隊の訪問」 p.14。
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ら1948年までの間に分家等で戸数が増加して 437戸となったと考えると納得が
いくが，耕地が6,000畝あったというのは納得がいかない。既述したごとく解
放前には水田が 1,400畝，旱地が2,800畝の計4,200畝であり，解放直後も水
田と旱地の比率は 1: 2となっているが，耕地面積がやや大きすぎる。旧畝か
ら新（市）畝に換算したのであれば，面積は逆に減少するし，たとえ「冷水溝荘
地畝割表」の単位が大畝であるとして換算しても， 大畝は 2.5倍であるので
6,000畝以上となる。ただ， これ以外に考えられることは黒地が 1,800畝あっ
たとすることぐらいである。階級構成は地主34戸(7.8彩），富農3戸 (0.7%), 
中農約250戸(57.2彩），貧農約 150戸 (34.3%)で， 富農に比して地主の割合が
高い54)。これらの地主は在村地主で村外地主はいなかった。ところが，小林氏
によれば， 地主が22戸，富農が 4戸，中農が200余戸，貧農が300余戸，雇
農が40戸，合計戸数が約600戸で，地主22戸のうち 3戸は 100畝以上を所有
し，演南市に居住する村外地主であるとの応答を得ており，筆者の内容と異な
っている。この点を『中国農村慣行調査』に求めると，
「資産があり名望のある者がいるか＝いない。楊家は土地百畝を有し本村
第一であるが，名望家資産家という程でない。嘗主も未だ若年で何等名望，
勢力なし」
「土地をもちながら自ら耕種せず小作に出しているものがあるか＝純粋の
地主は一人もなし。女戸主で多くを耕せぬものは小作に出し，男戸主でも所
有地遠隔（村の園城内にて）なるときは小作に出すことがある。然し能う限り自
ら耕作する」
「不在地主があるか＝演南に一人あり，千王氏という寡婦が本村に十二畝
の土地を持ち李鳳富に小作させている。（中略）。子王氏は過撥せるも兄嫁楊
54)任書記はこれらの数値を全く知らず，質問すると一々出席した老農に問うという有様
で，ょうやく自分自身で答えられるようになるのは人民公社以降についてであり，そ
うなると団員は 3つのグループに分カ・サれて， 3人の出席者から質問をすることが出来
た。
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氏の闊係より入手した為地籍を済南に移さず（没帯走），依然田賦・附加税・
握款等を本村に出している。故にその名義は保甲簿にはないが地畝割には留
めている」55)
とあり，また他の応答には，
「不在地主には任徳宣あり。清南城内に居住する。資財あり無職。八十
畝所有し， 本荘人が小作す。本荘に家もあり， 田賦その他本荘に納む。（中
略）」56)
ともあり，以上の応答から村外地主は12畝所有する寡婦の子王氏以外に済南に
居住する任徳宣がいるようであるが，干王氏は地主と呼べる者ではなく，資料
を見る限り不在地主は 1人である。また，既述した応答に富農が 1戸，中農は
50畝を所有する10戸，貧農は10畝前後以下の者で，村民の三分の二がこれに属
するとあったが57),富農として考えられているのは 146.104畝所有する楊長源
（楊雲披という名前は見当たらない）である。これは第 3表の100畝以上の 1戸であ
る。中農の 10人とは 50~100畝の 5戸と， 40畝以上所有の杜延録(45.264畝），
杜延年(41.120畝），李鳳文(44.417畝），李祥会 (41.672畝），李永芭 (41.919畝），李
鳳桐(40.488畝），李興任(41.954畝），謝保林(49.258畝），任福祐(4o:soo畝）の 9人
が考えられる。また，謝長慶氏の応答では地主は 10数戸で，平均 50畝を所有
していたともあり， これらの人達が地主と規定されたとも考えられる。そし
て，土地改革までの間に完全に分家してしまったとしたら第 3表の戸数500戸
が考えられるが， 437戸であるとすれば，この中間に属していたのであろう。
土地改革の実施のために農会が組織され，主席には貧農の李文オ（当時50歳）
がなり，村長は同じ貧農の李興福（当時45歳）がなった58)。土地改革は県の指導
に基づいて行われ，地主・富農にたいする闘争は説得が中心で殴りはしたが，
55)前掲『中国農村慣行調査」第4巻， p.3。
56) 57)同上書， p.20, p. 6。
58)同上書，李文オという名前は「冷水溝荘地畝剖表」には見当たらない。李興福は
0.292畝の土地を所有する貧農である。
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殺しはしなかった。そして， 1人当たり 3畝の土地を水田・旱地 1: 2の割合
で分配した59)。例えば，任書記の家は 9人家族で11畝の土地を所有する貧農で
あったが，土地改革によりさらに 16畝の土地を入手し，計27畝となった。役
畜は約20畝につき 1頭が分配され，馬を分配するか，牛を分配するかは耕地ま
での距離とし，遠い場合には馬，近い場合には牛が配分された。任家には牛が
分配された。謝長慶氏は父（謝李木， 1982年82歳で死亡）・兄（謝長吉），弟（謝長友）
・妹（沙河村に嫁ぐ）の 5人家族で 4畝の土地を所有していた60)。謝家は王慎三
の3畝の水田を小作し，小作料は 80%であった61)。謝京亮氏は父（謝保清，
1980年 1 月に 87 歳で死亡）・母・長兄（謝京明）・次兄（謝京江）•本人・長兄の妻・
その子供の 7人家族で，・ 6.5畝の土地を所有しており62¥これらの土地は 4筆
で，水田が 1.5畝，旱地が 5畝あり，旱地には小麦と玉米を栽培していた。当
然， 6.5畝の土地では生活出来ないので，短工をして生活を支えていた。土地
改革により旱地 1筆2畝と牛 1頭63), 3戸で共有する大車1台64), 一輪車 1
台，木叉（木製のまたぐわ），第，テープルと長椅子 1脚の分配を受けた。土地改
革の結果，労働力のない農家には同族等の隣近所が耕作を手伝ったり，金を払
59)小林氏によれば， 1人当たり 2畝の分配となっている。
60)「冷水溝荘地畝割表」には戸主が謝長友で， 4.325畝の土地を所有している。
61)「冷水溝荘地畝割表」には王慎三は 27畝の土地を所有している。この小作料はあまり
高すぎるので，小作ではなく雇農になっていると思われる。
62)「冷水溝荘地畝割表」にはこれらの名前が全く見当たらず， 京の輩行字もない。景と
いう輩行字はあり，京と景の発音が同じことから「中国農村刊行調査』が聞き取りの
間違いをしたのではないかと思われる。 とすれば， 謝景明という名前があり， 彼は
8.458畝の土地を所有している。
63)この点は田中恭子氏の聞き取りによるものであるが，分配地がなぜこのように少ない
のかは不明である。ただ考えられることはすでに分家していたという点である。
64)後の 2戸は謝京河と謝京海であり，彼らは兄弟で土地改革のとき分家した。その父親
は謝保清の兄で瓦工をしている謝保臣である。「冷水溝荘地畝割表」にはこれらの名
前がやはり見当たらず，謝保臣については1939年の「重修三聖堂碑記」に 2元寄付し
たと記載されている。また，村民・李興俊の結婚の際に蔵葛帳1つと肉 8斤の祝品，
1元の祝金を贈っている。その他に1941年の雨乞いに神像を載せた神輿につき，焼紙
の役をしている。前掲『中国農村慣行調査」第4巻， p.396, pp. 124~125, p. 30。
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って手伝ってもらったりした。村の 30~40戸は農業の互助が必要であり，助
け合った。
1954年~1955年には互助組が20数組形成され， 1組の戸数は約15戸程度であ
った。これらの互助組は基本的には同族や仲の良い隣近所の者達で構成されて
おり，例えば大車を共有した謝保清・謝京河・謝京海は互助組を組織し，初級
合作社化の時には一緒に参加した。初級社の組織率は 100%に近かった。この
時の村長には李登湿65)の息子の李戦斉（当時30歳）がなった。 1956年には初級合
作社化が行われ，冷水溝村には1の初級社が成立した。任書記の家が参加した
初級社は新生初級社で， 35 ~ 36戸が参加した。新生初級社の社長には李登料
の息子の李戦茂（当時30歳）が任じた。郷長には謝京河（父は謝保臣，その弟は謝
保清）がなった。 1957年3月には高級合作社化が行われ，冷水溝村は隣村の水
披村とで東方紅高級社を形成した。冷水溝村と水披村は耕地が近くであり， し
かもお互いの耕地が交差していた。東方高級社への参加戸数は約 500戸で， 15
の生産隊によって構成されている。すなわち，冷水溝村には 11の初級社がそ
のまま生産隊となり，水波村には 4生産隊があった。そして，社長には王永貴
（当時30歳）66), 副社長には応答者の謝長慶がなった。
1958年4月に48カ村を包摂する大人民公社の東郊人民公社が成立する。東郊
公社の所在地は大辛荘にあり， 51~52の生産大隊が成立する 67)。人民公社化に
よりこれまで水不足であったのが，灌漑に泉水を上から下へ流したり輔櫨を使
って水を汲み上げたりして，水稲の 1畝当たり収量が平均650斤，最高800斤と
なった。この数値は評価すべきものとしての応答であるが，一方においては大
躍進期には「八字憲法」のもと密植したけれども収量はあまりよくなかったと
いう応答があり矛盾する。また，公共食堂も村に4つ作られ，一年余続いた。
1964年には東郊公社は規模が大き過ぎ，管理に不便であるという理由で12の人
65)李登減の名前も「冷水溝旺地畝割表」には見当たらない。
66)王永貴の名前も「冷水溝荘地畝割表」には見当たらない。
67)小林氏によれば， 48生産大隊である。前掲論文， p.94。
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民公社に分割された。冷水溝村は冷水溝人民公社に属し，冷水溝公社の10生産
大隊のうちの冷水溝大隊となり， 14の生産隊で構成された。そして，社長には
李混祥（当時43~44歳）がなった。 1965年には電気ポンプ20台を大隊で購入し
た。
また，冷水溝村には玉皇廟・三聖堂•関帝廟・観音廟があったが，これらは
土地改革期と大躍進期に一部が破壊されたが，そのまま文革期まで存在し，文
革により町から人が来て迷信を信じるのかと言って火を放ち，最終的に破壊さ
れた。
N. 三中全会以後の調査村の実態
時間の関係上，現在のことについては質問出来なかったので，以下紹介する
程度に留める。 198M平の寺北柴村の戸数は 278戸 (270戸），人口 1,256人(1,242
人，男655人，女587人）で，耕地面積は 2,980畝(2,089畝）である68)。小林氏の耕
地面積 2,980畝は少々大きすぎるようで，辻田報告の 2,089畝が妥当なように
思える。というのは解放前の耕地は既述したごとく経営地が2,054.2畝であ
り，県公署の資料では 1,800畝であったからである。とすれば， 1戸当たり
耕地面積は7.51畝で， 1人当たりでは1.66畝となり，解放前の 1戸当たり・ 1
人当たり経営地 14.67畝， 2.89畝に比較すると約半減している。例えば，寺北
柴村では1981年の秋播き小麦から大包干制を実施しており，徐書記の家では 8
人家族で 11畝の土地を請負っている69)。1人当たりに換算すると 1.38畝とな
り，上記の数値の 1.6畝はこれに近く， 妥当しているように思える。このよ
うに 1人当たりの耕地が減少しているのは人口増に伴う耕地面積の相対的減少
による。しかしながら，耕地の減少は農業生産力の増大でカバーしているよう
で，この点は「『中国農村慣行調査』研究と槃城県寺北柴生産大隊の訪問」にお
68)小林弘二，前掲論文， p.92。()は辻田報告。前掲「『中国農村慣行調査』研究と寺
北柴生産大隊の訪問」 p.14。
69)前掲「『中国農村慣行調査J研究と寺北柴生産大隊の訪問」 pp.15~16。
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第4表寺北柴村と集城県の1人当たり収入の推移（単位：元）
~ 寺北柴村 槃城県 全国平均収た1人り入当 農収業入 非収農業入 1人当り 1集た1人 当り副り1人業家収当庭た入 1人当 1 人 当り1副1り人業家収当庭た入収た入 団収入 収た入り集た団収入
1978 100 110 96 14 133.57 97.78 35.79 
1979 130 112 18 160.17 116.17 44.00 
1980 167 137 30 191. 33 128.78 62.55 
1981 200 160 40 223.44 138.92 84.52 
1982 324 189 135 270.11 167.31 102. 80 
1983 400 320 80 309.77 197.64 112.13 
1984 640 355.33 230.35 124.98 
出典）寺北柴村は拙稿「『中国農村慣行調査』研究と寺北柴生産大隊の訪問」『東方」第39
号， 1984年， pp.15~16, 小林弘二「中国農村見聞記」『アジア経済』第26巻第4
号， 1985年， p.92。槃城県は厳瑞珍「我国粗食高産地区農村経済発展戦略的探討一
秦城県農村経済的調査」。 これは国外販売禁止となった人民大学復印報刊資料「農
業経済』 1984年よりノートしたもので原典は不明である。全国平均は「中国統計年
鑑1983」1983年， p.499, 「同1985」1985年， pp.570~571。ただし， 1人当たり
集団収入は1人当たり収入から 1人当たり家庭副業収入を差し引いたもので，実数
はもっと小さい。
いて触れた70)。また，第 4表を見ると槃城県の 1人当たり収入は近年上昇して
いる。特に大包干の成果が表れる1982年度から家庭副業収入が増加することに
より， 1人当たり収入も増加している。寺北柴村が県平均より劣るのはエ副業
収入が少ないからであろう。寺北柴村の今後の発展は農業外収入がどれだけ増
加するかにかかっている。
小林氏によれば，人民公社はすでに郷政府に改組されており，寺北柴村の大
隊管理委員会もすでに解体されているが，まだそれに代わる組織が形成されて
いないとのことである71)。恐らく，後述するように寺北柴生産大隊は寺北柴村
70)同上論文において，解放後の寺北柴村の農業生産力の段階的増加について触れている
ので参照されたい。
71)小林弘二，前掲論文， p, 91。本稿では「政社分離」したものとして，寺北柴生産大
隊を孟董郷寺北柴村という名前で扱っている。
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として復活するであろう。
一方，冷水溝村の戸数は 850戸，人口が3,500人，耕地面積は 4,400畝であ
る72)。その内訳は水田が500畝，旱地が3,900畝である。水田に対して旱地が
非常に多くなっているのは現在，公害によって水が汚れ，しかも工場により水
不足となっているからであって，水稲 1畝当たり約 600斤， 小麦と玉米とで
1,100斤と収量が減少している。
次に，冷水溝村の農業の生産責任制について触れると， 1981年3月に大包干
制が導入され， 19生産隊の耕地を 1人当たり平均 1.3畝分配した。このように
耕地が解放前に比較して少なくなっているのは， 人口増の影響にもよるが，
1964年に他村に工場を建設し，その村の耕地が減少したため冷水溝大隊の耕地
を分与したからである。生産責任制の導入により一旦分配した土地は15年間保
証することにし，生産・死亡・婚姻による人口の増減に対しては次のような取
り決めをしている。①家族 1人減れば，国家に対して 300斤の小麦と 160斤の
玉米を売る。②人口が減少した家族は人口が増加した家族に平均 1.3畝の土地
を渡す。これは 3年に 1回とする。⑧生産隊に約10畝の土地を残し，普段は村
民が共同で耕作するが，これを調節田として家族の増加した村民に分配する。
現在，公益金・公積金は村の工業収入で賄っており，農業税は 1人当たり 2元
となっている。
「政社分離」は1984年 1月に冷水溝人民公社が冷水溝郷となり，行政組織の
冷水溝郷人民政府，経済組織の冷水溝郷経済聯社，党組織の冷水溝郷党委員会
に分離した。また， 10の生産大隊は沙河一村・沙河二村・沙河三村・沙河四村
・沙河五村・水披村・楊南村・楊北村・李家村・冷水溝村となり，ここに再び
かつての冷水溝村が復活した。冷水溝村の管理部門は行政組織の冷水溝村民委
72) 4,400畝という数値は解放前の数値に非常に近いのであるが，応答によれば解放直後
の耕地が6,000畝であり，どうしてこのように減少したのかと質問すると，後述する
ごとく 1964年に他村に工場を建設し，耕地が少なくなったので冷水溝村の耕地を分け
与えたという返事が返ってきた。
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員会とその下に19の村民小組，経済組織の冷水溝村農工商合作社，党組織の冷
水溝村党支部委員会に分離した。
? ???? ?
解放前の榮城県には165の村荘があり，戸数は約 2万2,200戸，人口が約12万
人であった73)。1984年には村荘は192カ村となり，戸数が 6万6,800戸，農家戸
数が約 5万余戸で，人口が約27万人となった74)。この間に戸数・人口ともに約
2.25倍の増加をみるが，村落数は1.16倍に増加しただけで余り大きな変化は見
られない。これは解放後に榮城県の行政範囲が拡大したためである。というの
は，解放前の総面積は 46万7,000畝，耕地面積が40万3,000畝であったが75),
現在ではそれぞれ59万5,500畝， 47万2,721畝となっており 76), 総面積は1.28倍
に，耕地面積は1.17倍に増大している。現在の槃城県には第 1図に見られるご
とく方村・楼底・邸馬・蘇丘・冶河・孟董庄・陳村・馬家庄・簗城・西営・甑
家庄・城郎・小梅・西安庄・南高・齋姻の16人民公社（郷）が存在するが，これ
らのうち方村・楼底．邸馬は解放前には獲鹿県に属しており，槃城県の地形も
現在とは異なり菱形に近い形をしていた77)。勿論， 解放後に合併・分離した
村荘もあるであろうが78), 渠城県の 1'92カ村は基本的にはかつての村荘がその
まま存続していると推測され得る。すなわち，寺北柴村の例で言えば；解放前
73)『中国農村慣行調査」第3巻，「河北省榮城縣寺北柴村の概況」 p.5。
74)中共槃城県委，簗城県人民政府，中国科学院石家庄農業現代化研究所「榮城県農業発
展戦略総体設想」『農業現代化研究」（長沙） 1984年第1期， pp.3~6。小林弘二，前
掲論文， p.90。
75)『中国農村慣行調査』第3巻， p.15。ここでは官庁統計であるので，すでに市畝が使
われている。
76)河北省測絵局「河北省地図」の榮城県の説明に総面積が397平方公里とあり，畝に掲
算すると上記のような数値になる。小林弘二，前掲論文， p.90。
77)『中国農村慣行調査」第 3巻の巻末の「槃城縣國」や直隷陸軍測最局が作製した10万
分の1の槃城県図を参照。
78)小林氏はこの点を主張されている。すなわち， 「かつての荘のいくつかが解放後に独
立村（生産大隊）となったと思われる」と。前掲論文， p.90。
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の村荘＝高級合作社＝人民公社下の生産大隊＝現在の村と推移しており，解放
前に榮城県に存在した 165カ村も同様の道筋を辿ったと言っても過言ではない
であろう。というのも河北省臨城県では1981年に包干到戸（大包干）を実行して
後，生産隊の組織的任務がなくなり，生産隊を撤廃して，生産大隊（自然村）が
直接農家を管理し， 自然村の役割を十分発揮させることが出来るようになっ
た79)。ここに解放前の自然村の枠組みが大きく機能していることが理解出来る
し，解放前の自然村＝現在の村というシェーマが成立する。また，寺北柴村で
は解放前の各街に衆居する同族はそれぞれ初級合作社を形成し，それがそのま
ま高級合作社の生産隊となり，同様に生産大隊の生産隊へ移行している。とい
うことは街に衆居する同族＝初級合作社＝生産隊というシェーマも成り立つ。
また，解放前には槃城県には12の市集があり，日本占領期には 8つ交易場に
整理されるが80), 筆者が徐書記に解放前の市集の一覧表を見せると，現在でも
これらの市集は存在しており，市日も同一であるという応答が返ってきた。文
革期には城郎・故意・南趙台・南趙村の市集は停止させられたが，現在は復活
しており，これら以外にも小さな市集が成立している。ところで，解放前の獲
鹿県に属していた方村・楼底・邸馬を除いた人民公社のうち81りかつて市集が
存在した人民公社は冶河・陳村・槃城・西営・城郎・小梅（小枚）・南高（地理
的位置から南高邸のことと思われる）・賓謳の 8カ所にあり，市集の関かれた村鎮
が人民公社の中心地であり，現在の所在地となっていることが理解されよう。
ということは市集の範囲＝人民公社ということも言えよう 82)0 
79)農牧漁業部調査組「河北省臨城県撤消生産隊充分発揮自然村組織作用」『経済学週報」
1984年1月16日。
80)前掲拙著，第3章「旧中国農村における市場圏と通婚圏」 p.74。
81)前掲『中国農村慣行調査」第3巻の巻末の「榮城縣闘」や直隷陸軍測最局が作成した10
万分の 1の榮城県図では獲鹿県に属している。方村はかつて鎮であり，現在では方村
(1と6の日），邸馬 (2と7の日）に市集が立っている。
82)孟董庄や馬家庄・輝家庄のように解放前において市集でなかった村荘がなぜ人民公社
の所在地となったかは，県の中心地である榮城集は県下最大の市集で，県城付近には
市集がなく，大規模な人民公社が整理されていくつかの人民公社に分離し，県城付近
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冷水溝郷においては，冷水溝人民公社を形成していた10カ村のうち沙河一村
～沙河五村まではかつての東沙河村と西沙河村であろう。楊南村・楊北村は楊
家荘であるとすれば，現在の冷水溝郷は解放前の編村による冷水溝郷の村ばか
りである。ここに解放前の冷水溝郷＝冷水溝人民公社＝現在の冷水溝郷という
図式が成り立つ。冷水溝村についても解放後の土地改革の単位であり，農業集
団化においても冷水溝村そのものは解体されることなく存続し，極最近まで生
産大隊として機能してきた。ここでもやはり解放前の村荘が土地改革や農業
集団化の基礎をなし，そのまま存続していることが理解できよう。
また，解放前の市集も基本的に存続し，応答によれば王舎人集 (2と7の日），
堀子集(1と6の日），大辛集(3と8の日），七里河集(4と9の日），梁王集(5と10
の日）に開かれている。ある市集においては市日が異なっているが， これらの
社会経済状況は基本的に継続している。
の孟董庄べ→馬家荘・ 壼家庄がその人民公社の所在地になったと考えられる。
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